
 

 

E メール  u-nagasaki@ yuseiunionkyusyu.jp ホームページ http://www.yuseiunionkyusyu.jp 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 
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ペ

ー
ジ

を
開

設
し

ま
し

た
！

 
未

来
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
も

見
れ

ま
す

。
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ユ

ニ
オ

ン
長

崎
で

検
索

！
 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
、
６
月
２
３
日
（
火
）

１
４
時
３
０
分
よ
り
長
崎
地
裁

に
於
い
て
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
集
団

訴
訟
第
１
回
口
頭
弁
論
が
開
廷

さ
れ
ま
す
。
当
初
は
４
月
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
被
告

（
日
本
郵
便
）
側
代
理
人
の
弁

護
士
事
務
所
が
東
京
と
い
う
こ

と
も
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し

て
２
回
延
期
の
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
６
月
に
入
り
、
東
京
で

も
徐
々
に
制
限
が
解
除
さ
れ
る

中
、
よ
う
や
く
開
廷
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
集
団
訴

訟
と
は
今
年
、
２
月
１
４
日
に

６
地
裁
（
札
幌
、
東
京
、
大
阪
、

広
島
、
高
知
、
福
岡
）、
２
月
１

８
日
に
長
崎
地
裁
で
提
訴
し
た

労
働
契
約
法
２
０
条
集
団
訴
訟

で
原
告
は
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
組

合
員
１
５
４
名
で
す
。
長
崎
の

原
告
は
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
長
崎
中

郵
支
部
組
合
員
４
名
で
す
。 

労
働
契
約
法
２
０
条
と
は
有

期
契
約
で
働
い
て
い
る
人
と
正

社
員
な
ど
無
期
契
約
で
働
く
人

と
の
間
で
仕
事
の
内
容
や
責
任

な
ど
が
同
じ
な
ら
ば
期
間
の
定

め
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
賃

金
や
福
利
厚
生
な
ど
の
労
働
条

件
に
不
合
理
な
差
を
つ
け
る
こ

と
を
禁
じ
る
法
律
で
す
。 

先
行
し
て
た
た
か
わ
れ
て
い

る
は
東
西
の
労
契
法
２
０
条
裁

判
は
高
裁
ま
で
確
定
し
て
い
て
、 

 
 

こ
の
判
決
が
会
社
に
与
え
た
影

響
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
に
付

与
さ
れ
て
い
る
夏
期
冬
期
休
暇

（
各
１
日
）
や
４
月
よ
り
支
給

さ
れ
て
い
る
扶
養
手
当
、
ま
た

年
始
手
当
な
ど
は
こ
の
判
決
を

受
け
て
会
社
が
就
業
規
則
を
改

訂
し
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

一
方
、
正
社
員
に
支
給
さ
れ

て
い
た
年
末
手
当
や
一
般
職
の

住
居
手
当
廃
止
を
決
定
し
た
際

は
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
正
社

員
の
待
遇
を
下
げ
て
実
現
す
る

と
批
判
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
長
崎
の
原
告
４
名
が

請
求
す
る
の
は
住
居
手
当
、
年

末
年
始
手
当
、
夏
期
、
冬
期
休

暇
、
年
始
の
祝
日
給
、
扶
養
手

当
、
賞
与
（
年
末
一
時
金
）
の 

６
項
目
を
請
求
し
て
い
ま
す
。 

裁
判
は
有
期
か
無
期
か
が
争

点
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
有
期

雇
用
の
期
間
し
か
請
求
で
き
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
請
求
期

間
は
時
効
の
関
係
も
あ
り
２
０

１
６
年
７
月
か
ら
２
０
１
７
年

３
月
ま
で
の
期
間
で
す
。 

 

こ
の
労
働
契
約
法
２
０
条
は

２
０
２
０
年
４
月
よ
り
同
一
労

働
同
一
賃
金
（
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
）
に
移

行
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
対

象
者
は
有
期
雇
用
労
働
者
や
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
派
遣
労

働
者
で
無
期
雇
用
の
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
社
員
は
正
社
員
に
区
分
さ

れ
対
象
外
で
す
。 

今
回
の
裁
判
の
原
告
は
６
項

目
の
手
当
や
休
暇
の
獲
得
が
第

一
で
す
が
裁
判
に
勝
利
す
る
事

で
就
業
規
則
や
給
与
規
定
を
同

一
労
働
同
一
賃
金
へ
と
改
訂
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
原
告
も
「
こ

の
裁
判
で
非
正
規
社
員
の
待
遇

改
善
に
な
れ
ば
」
と
訴
え
て
い

ま
す
。
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
長
崎
中

郵
支
部
は
開
廷
前
の
１
４
時
よ

り
支
部
主
催
の
門
前
集
会
を
開

催
し
、
原
告
４
名
を
支
援
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

 

          
 

  郵政東西労契法２０条裁判判決 
  

手当・休暇 東京地裁 東京高裁 大阪地裁 大阪高裁 

住居手当 ６割支給 １０割支給 １０割支給 １０割支給 

年末年始手当 ８割支給 １０割支給 １０割支給 雇用期間 5 年以下 ×  

        雇用期間５年超１０割支給 

扶養手当 請求せず 請求せず １０割支給 × 

夏期・冬期休暇 ○ ○不合理（損害賠償×） 判断せず  5 年以下 ×  

        ５年超〇不合理（損害賠償を認める 

有給の病気休

暇 
○ ○不合理（損害賠償を認める 判断せず  5 年以下 ×  

        ５年超〇不合理（損害賠償を認める 

祝日給 ×   × ５年以下×、５年超〇  ＊注１ 

＊注１  祝日割増賃金については１月１日、２日、３日のみ認めました。 
 

 

 

全労協・郵政産業労働者 
ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．4066 

`20 年6 月23 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。 

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。 


